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集 合 ・ ス タ ー ト ： 笛 吹 市 役 所 御 坂 支 所 駐 車 場  

  ↓  

１ ： 五 本 辻  

  ↓  

２ ： 常 楽 寺  

  ↓  

３ ： 美 和 神 社  

  ↓  

４ ： 国 立 神 社  

  ↓  

５ ： 南 照 院 （ 姥 塚 古 墳 ）  

  ↓  

６ ： 宝 篋 印 塔 群  

  ↓  

７ ： 成 田 熊 野 神 社  

  ↓  

８ ： 九 品 寺  

  ↓  

９ ： 世 音 寺  

  ↓  

1 0 ： 日 当 神 社  

  ↓  

★ゴール ： 金 川 の森  

駐 車 場  

（ バ ス で 御 坂 支 所 ま で 送 り ま す 。 ）  

約 4 . 4 k m の 道 の

り で す 。 車 に 気

を つ け て く だ さ

い 。  

※ こ の サ ル の 石 造 物 は  

ど こ に あ る で し ょ う ？  

→ 答 え は 裏 表 紙  



~ 1 ~ 
 

☆ 市 川 道 に つ い て  
 甲 府 盆 地 を 流 れ る 二 つ の 河 川 、 笛 吹 川 と 釜 無

川 が 合 流 す る 市 川 大 門 は 、 陸 路 と 富 士 川 を 使 っ

た 水 運 が 交 差 す る 交 通 の 要 衝 で し た 。 甲 府 盆 地

の 各 地 に か つ て 「 市 川 道 」 が 通 っ て い た と い う

文 献 や 道 標 、伝 承 が 残 っ て い ま す 。『 山 梨 県 歴 史

の 道 調 査 報 告 書 第 1 5 集  市 川 道 』 で は 、 ① 石

和 か ら の 道 、② 八 代 か ら の 道 、③ 芦 川 沿 い の 道 、

④ 西 郡 か ら の 道 、 ⑤ 竜 王 方 面 か ら の 道 の 5 つ の

ル ー ト が あ っ た と し て い ま す 。 笛 吹 市 教 育 委 員

会 で は 平 成 2 8 年 度 に 石 和 地 域 に 残 る 市 川 道 を

た ど る 散 策 会 を 実 施 し ま し た 。 平 成 2 9 年 度 に

は 「 八 代 ル ー ト 」 と 呼 ば れ る 市 川 道 と そ の 周 辺
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の 文 化 財 を 訪 ね て い き ま す 。  

 「 歴 史 の 道 調 査 報 告 書 」 で は 、 八 代 ル ー ト は

御 坂 町 金 川 原 地 内 で 鎌 倉 街 道 か ら 分 岐 し 、 八 代

町 ・ 境 川 町 を 通

過 し て 中 道 町 の

白 井 河 原 で 石 和

か ら の 市 川 道 に

合 流 す る も の と

し て い ま す 。  

今 回 は 美 和 神 社

の 南 西 側 に あ る

「 五 本 辻 」 を 起

点 と し て 、 石 和

町 上 平 井 ま で の

ル ー ト を た ど り

ま す 。 五 本 辻 に

は か つ て 「 左 く

ろ こ ま 道  右 市

川 道 」 と 記 さ れ

た 道 標 が あ り ま

し た 。 こ の こ と

か ら 美 和 神 社 の

参 道 に 直 交 す る

道 が 「 市 川 道 」

と し て 認 識 さ れ

て い た こ と が わ

か り ま す 。 こ の

道 は 伝 承 や 地 名 か ら 、 か つ て 「 お み ゆ き さ ん 」

の 時 に 神 輿 が 通 っ た「 御 幸 道 」と も 重 な り ま す 。

周 辺 に は 美 和 神 社 を 始 め 、 姥 塚 古 墳 ・ 国 衙 推 定

地 ・ 熊 野 神 社 な ど 古 代 に さ か の ぼ る 文 化 財 が 多

数 存 在 し 、 こ の 道 の 古 さ が 窺 わ れ ま す 。  

五 本 辻 の 馬 頭 観 音  

道 標 （『 御 坂 の 石 造 物 』 よ り ） 
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☆ 常 楽 寺（ 小 山 城 主 穴 山 伊 予 守 信 永 及 び 一

族 郎 党 に 関 す る 歴 史 資 料 （ 五 輪 塔 及 び 位 牌 ）  

 常 楽 寺 の 創 建 は 不 明 で す が 、寛 文 6 年（ 1 6 6 6 ）

に 修 繕 ・ 中 興 さ れ た と の 記 録 が あ り ま す 。 境 内

に は 穴 山 伊 予 守 信 永 と そ の 家 来 の お 墓 で あ る 五

輪 塔 群 が あ り ま す 。 穴 山 伊 予 守 は 八 代 町 高 家 に

あ る 小 山 城 の 城 主 だ っ た 人 で す 。 大 永 3 年

（ 1 5 2 3 ）、 峡 南 地 方 の 南 部 氏 が 鳥 坂 峠 を 越 え て

攻 め て き た た め 、 伊 予 守 は 花 鳥 山 で こ れ を 迎 え

撃 ち ま し た 。（花 見 中 に 襲 わ れ た と も 言 わ れ て い

ま す 。）し か し 敵 は 強 く 、小 山 城 に 退 却 し ま す が

こ こ も 落 城 し 、 伊 予 守 と 家 来 た ち は 常 楽 寺 に 逃

れ て こ こ で 自 決 し ま し た 。 穴 山 一 族 の 悲 し い 最

期 は 童 女 の 手 毬 歌 に も 歌 わ れ ま し た 。  
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  常 楽 寺  山 門  

金 剛 力 士 像 ( 吽 形 )  金 剛 力 士 像 ( 阿 形 )  
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☆ 美 和 神 社  
 美 和 神 社 の 祭 神 は 大 物 主 命 で 、 景 行 天 皇 の 時

代 に 日 本 武 尊 の 命 に よ っ て 甲 斐 国 造 塩 海 足 尼 が

大 和 国 大 三 輪 明 神 か ら 勧 請 し ま し た 。  

 仁 和 2 年 （ 8 8 6 ） 甲 斐 国 に 大 水 害 が あ っ た の

で 、 一 宮 町 一 ノ 宮 の 浅 間 神 社 、 甲 府 市 国 玉 町 の

玉 諸 神 社 と と も に 三 社 で 合 同 の 水 防 の お 祭 り を

す る こ と に な り ま し た 。「 お み ゆ き さ ん 」の 始 ま

り で す 。 美 和 神 社 は こ の 時 、 甲 斐 国 の 二 之 宮 に

定 め ら れ ま し た 。  

 美 和 神 社 は 武 田 家 の 崇 敬 も 篤 く 、 武 田 信 玄 と

義 信 に よ っ て 奉 納 さ れ た 板 絵 著 色 三 十 六 歌 仙 図

を は じ め 、 多 く の 文 化 財 が 伝 わ っ て い ま す 。   

美 和 神 社  拝 殿 と 神 楽 殿  
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板 絵 著 色 三 十 六 歌 仙 図

図  

朱 札 紅 糸 素 懸
し ゅ ざ ね あ か い と す か け

威
おどし

胴
ど う

丸
ま る

 

佩
は い

立 付
た て つ き

 

白 糸
し ろ い と

威
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褄
つ ま

取
と り

鎧
よろい

→  

( 残 欠 )  

←  

竜 王 三 社 神 社 を

練 り 歩 く 美 和 神

社 の 神 輿  
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☆ 国 立 神 社  
 美 和 神 社 を 勧 請 し た 国 造 塩 海 宿 禰 （ 足 尼 ） を

祀 っ て い ま す 。  

湯 立 の 神 事  美 和 神 社  太 々 神 楽  
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☆ 南 照 院 と 姥 塚 古 墳  
 南 照 院 は 、 永 禄 3 年

（ 1 5 6 0 ） 桶 狭 間 の 戦 い

で 死 ん だ 今 川 義 元 の 弟

義 弼 が 井 之 上 郷 に 逃 れ 、

義 元 の 菩 提 を 弔 う た め

に 創 建 し 、 聖 観 音 を ま

つ っ た と い う 話 が 伝 わ

っ て い ま す 。  

 本 堂 裏 に あ る 姥 塚 古

墳 は 、 約 1 , 4 0 0 年 前 の

古 墳 時 代 後 期 に 造 ら れ

た 当 時 こ の 地 域 を 支 配

し て い た 豪 族 の お 墓 で

す 。 古 墳 は 直 径 約 4 0 m

の 円 墳 で 、 周 囲 に は 溝 が 巡 ら さ れ て い ま し た 。

遺 体 を 埋 葬 し た 部 屋 は 横 穴 式 石 室 と い っ て 古 墳

の 側 面 に 入 り 口 の あ る も の で す 。 入 り 口 を ふ さ

ぐ 石 を 開 く と 、 新 た な 遺 体 を 運 び 込 む こ と が で

き ま す 。 こ の 行 為 を 追 葬 と 呼 び ま す 。 追 葬 可 能

な こ と が 、 横 穴 式 石 室 の 特 徴 で す 。 石 室 の 大 き

さ は 現 状 で 長 さ 1 7 . 5 4 ｍ 、高 さ 3 . 6 ｍ で 県 内 の 横

穴 式 石 室 の 中 で は 最 も 大 き な も の で す 。  

・ 姥 塚 に ま つ わ る 伝 説  
①  む か し 、 右 左 口 の 山 に 谷 間 の 百 合 姫 と い う 怪

力 無 双 の 女 が 住 ん で い た 。 そ し て 後 の 世 に こ

の 遺 跡 を 残 そ う と し て 大 石 を 集 め 、 仲 哀 天 皇

の 時 代 に 5 3 8 人 を 督 励 し て こ の 塚 を 建 造 し た

と い う 。  

②  む か し 右 左 口 の 山 奥 に 住 ん で い た 山 姥 が こ
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の 塚 を 自 分 の 住 処 に し よ う と し て 、 大 き な 石

を 運 ん で き て 、 八 分 通 り 出 来 上 が り 、 中 に 大

石 を 入 れ よ う と し て 入 り 口 ま で 持 っ て き た

と き に 夜 が 明 け て 鶏 が 鳴 い て し ま っ た 。 そ こ

で 山 姥 は 仕 方 な く 急 い で 山 に 帰 っ て し ま っ

た 。 そ の 大 石 が 今 も 入 り 口 に 横 た わ っ て い る

石 で あ る 。 そ の 大 石 に は 指 の 跡 が 今 も 残 っ て

い る と い う 。  

③  右 左 口 の 山 姥 と 井 之 上 の 怪 力 無 双 の 男 が 力

比 べ を し て 塚 の 造 り っ こ を し 、 山 姥 が 夜 明 け

ま で に 塚 を 造 り き れ ず に 山 に 帰 っ て し ま い 、

そ れ で 窟 の 入 り 口 が 二 つ に 分 か れ て 大 石 が

立 っ て い る の だ と い う 。  

④  聖 徳 太 子 が 黒 駒 の 牧 か ら 馬 を 召 さ れ て こ こ

ま で 来 た 時 、 愛 馬 が 病 気 に な り 鞍 を 外 し て 石

に か け 手 当 を し た が 死 ん で し ま っ た 。 そ こ で

太 子 は 塚 を 造 っ て 葬 り 、 そ の 供 養 と し て 観 音

像 を 彫 刻 し 、 安 置 さ れ た と い う 。 そ の た め こ

の 塚 を 「 御 馬 塚 （ オ ン バ ヅ カ ）」 と 伝 え て い

る 。 ま た 、 鞍 を か け た 石 は 今 も 鞍 掛 石 と し て

残 っ て い る 。  

姥 塚 古 墳 の 横 穴 式 石 室  
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☆ 国 衙 の は な し  
 笛 吹 市 御 坂 町 に は 「 国 衙 （ こ く が ）」 と 呼 ば れ

る 地 域 （ 大 字 ） が あ り ま す 。「 国 衙 」 と は 平 安 時

代 後 半 の 1 0 ～ 1 2 世 紀 に 国 ご と の 役 所 が 置 か れ

た 場 所 で す 。 こ の 役 所 は 8・ 9 世 紀 に は 「 国 庁 」

と 呼 ば れ て い ま し た 。

国 庁 の 所 在 地 と し て

形 成 さ れ た 国 の 中 心

地 が 「 国 府 」 で す 。

笛 吹 市 に は 春 日 居 町

に 「 国 府 （ こ う ）」 と

呼 ば れ る 地 域 が あ り 、

古 代 の 役 所 の 倉 と 考

え ら れ る 建 物 跡 が 発

掘 さ れ て い ま す 。 そ

の た め 古 代 甲 斐 国 の

役 所 は 奈 良 時 代 に 春

日 居 町 国 府 に あ っ た

も の が 、 平 安 時 代 中

頃 以 降 御 坂 町 に 移 転

し た も の と 考 え ら れ

て い ま す 。  

 

☆ 宝 篋 印 塔 群  
 成 田 熊 野 神 社 東 側 の 畑 の 中 に 大 小 5 つ の 宝 篋

印 塔 を は じ め と し た 石 塔 群 が あ り ま す 。 こ の 石

塔 群 は 武 田 家 の 旧 臣 で あ る 埴 原 氏 の 墓 地 で す 。

埴 原 氏 は は じ め は 佐 竹 氏 を 称 し て い ま し た が 、

武 田 信 玄 に 仕 え て 信 州 埴 原 で の 合 戦 で 功 績 が あ

っ た た め 埴 原 の 姓 を 賜 り ま し た 。 武 田 家 が 滅 亡

国 衙 跡 の 碑  
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し た 後 は 徳 川 家 に 仕 え ま す が 、 小 牧 ・ 長 久 手 の

合 戦 で 当 主 が 戦 死 し た の ち は 浪 人 と な り ま し た 。 

 

☆ 熊 野 神 社  

 熊 野 神 社 は 熊 野 三 山 （ 熊 野 本 宮 大 社 ・ 熊 野 速

玉 大 社 ・ 熊 野 那 智 大 社 の 祭 神 を 勧 請 し た 神 社 の

こ と で す 。 熊 野 詣 の 盛 行 や 有 力 者 に よ る 荘 園 の

寄 進 、 熊 野 先 達 の 活 動 に よ り 全 国 に 熊 野 信 仰 が

広 ま っ た こ と に よ り 熊 野 三 山 の 祭 神 を 勧 請 し た

神 社 が 全 国 に 成 立 し ま し た 。  

 『 甲 斐 国 誌 』 に は 山 梨 県 内 で 6 4 の 熊 野 神 社

が 記 載 さ れ て い ま す 。 笛 吹 市 八 代 町 の 熊 野 神 社

は 紀 伊 国 熊 野 神 社 領 八 代 荘 に 勧 請 し た も の で

（ 南 北 八 代 熊 野 神 社 ）、甲 斐 国 内 の 熊 野 神 社 の 中

で も 中 心 的 な 存 在 で し た 。 こ の 南 北 八 代 熊 野 神
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社 は 市 川 道 （ 八 代 ル ー ト ） と 若 彦 路 の 近 く に 位

置 し て い ま す 。 今 回 の 御 坂 編 で も 成 田 の 熊 野 神

社 を 訪 れ ま す が 、 そ の 先 に は 石 和 町 上 平 井 ・ 一

宮 町 坪 井 に も 熊 野 神 社 が あ り 、 市 川 道 （ 八 代 ル

ー ト ） に 沿 っ て 分 布 し て い ま す 。 こ の こ と か ら

も 市 川 道 （ 八 代 ル ー ト ） が 人 や 物 資 を 運 ぶ と と

も に 信 仰 の 道 と し て も 重 要 で あ っ た こ と が 窺 わ

れ ま す 。  

 

  

成 田 熊 野 神 社  

上 平 井 熊 野 神 社  
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☆ シ ワ ブ キ 婆 さ ん の は な し  
 む か し 、 成 田 不 動 尊 の 山 門 の あ た り に 小 店 が

あ り 、「 ぬ い 」 と い う 美 貌 の 娘 が い た 。 そ の 美 貌

の た め 侍 に 妾 奉 公 に 誘 わ れ た が 、 す で に 恋 仲 で

あ っ た 大 工 の 吾 一 と い う 若 者 が お り 、 二 人 は 困

っ て 夜 逃 げ の 約 束 を し た 。 と こ ろ が そ の 夜 、 ぬ

い の た っ た 一 人 の 母 が 労 咳 の た め 血 を 吐 い て 苦

し み 、 恋 人 と の 約 束 は 果 た さ れ な か っ た 。 ぬ い

は こ の 恐 ろ し い 労 咳 を 何 と か し て 無 く す こ と で

き な い も の か と 思 い 悩 み 、「わ れ 亡 き 後 は 我 が 墓

に 願 い を か け よ 。 い か な る シ ワ ブ キ （ 咳 き ） も

治 め ん 」 と 言 い 残 し て 死 ん だ と の こ と で あ る 。

そ れ 以 来 、 咳 き を 治 す た め に 願 を か け 、 願 い が

か な え ば 鳥 居 、 腹 掛 け や の ぼ り を 納 め 、 ゴ マ の

実 を 供 え る 信 仰 が 続 い て き た そ う で す 。  
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☆ 九 品 寺  
 時 宗 の 他 阿 真 教 上 人 に よ っ て 開 創 さ れ 「 蓮 華

院 」 と 称 し ま し た が 、 永 禄 6 年 （ 1 5 6 3 ） に 焼 失

し 、 慶 長 1 8 年 （ 1 6 1 3 ） に 浄 土 宗 と し て 再 興 ・

再 建 さ れ 、 現 在 の 寺 号 に 改 め ま し た 。  

 本 尊 は 阿 弥 陀 如 来 と 両 脇 侍 の 三 尊 で す 。 阿 弥

陀 像 は 鎌 倉 時 代 以 降 多 く 造 ら れ た 三 尺 阿 弥 陀 立

像 の 系 譜 を 引 く も の で 、 全 体 に 量 感 豊 か で 衣 文

の 彫 り が 深 く 、 鎌 倉 時 代 前 期 ～ 中 期 の 制 作 と 考

え ら れ て い ま す 。  

 

  

九 品 寺 本 堂  

阿 弥 陀 如 来 立 像

及 び 両 脇 侍  
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☆ 世 音 寺  
 世 音 寺 は 明 徳 元 年 （ 1 3 9 0 ） に 開 山 し た 臨 済 宗

の 寺 院 で 、 本 尊 は 千 手 観 音 で す 。 門 前 の 碑 は 柳

沢 淇 園 の 揮 毫 に よ り 「 諸 悪 莫 作 、 衆 善 奉 行 、 自

浄 其 意 、 是 諸 仏 教 」 と 刻 ま れ て い ま す 。  

 淇 園 は 、 柳 沢 里 恭 の 号 で す 。 里 恭 は 、 甲 府 藩

主 柳 沢 吉 保 の 家 老 柳 沢 権 太 夫 保 格 の 二 男 で 、 兄

の 権 太 夫 保 誠 の 死 後 、 そ の 遺 跡 を 継 ぎ 権 太 夫 里

恭 と 名 乗 り ま し た 。 文 学 、 芸 術 、 医 学 な ど 多 芸

に 通 じ 、 特 に 文 人 画 の 先 駆 者 と し て 有 名 で す 。  

 

  

世 音 寺 山 門  

柳 沢 淇 園 の 碑  
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☆ 日 当 神 社  
 日 当 神 社 は 、 国 衙 の 北 側 に 位 置 し 、 国 衙 に 派

遣 さ れ て き た 役 人 が 朝 日 を 拝 礼 し た 神 社 と 言 わ

れ て い ま す 。 現 在 の 本 殿 と 拝 殿 は 延 享 年 間

（ 1 7 4 4 ～ 1 7 4 7 ） に 建 て ら れ ま し た 。 こ の う ち 拝

殿 は 芝 居 な ど を 上 演 す る 拝 殿 舞 台 で す 。 拝 殿 の

正 面 は 両 端 以 外 に 柱 が な く 、 前 半 分 は 開 放 的 な

舞 台 で あ り 、 後 半 分 は 中 央 間 の 両 脇 に 楽 屋 と 太

夫 席 が 設 け ら れ ま し た 。 ま た 、 拝 殿 前 面 に は 花

道 架 設 の た め の ほ ぞ 穴 が 残 っ て い ま す 。 か つ て

は 農 村 歌 舞 伎 な ど の 地 芝 居 が 盛 ん に 上 演 さ れ た

こ と が 偲 ば れ ま す 。  
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  ボ
ク
た
ち(

狛

犬)

は
今

回

の
コ
ー
ス
で
ど
こ
に
い
た
か
な
？ 

左

右

の
写

真

は

一

対

で
す

。 

※

答

え
は

裏

表

紙

に
あ
り

ま

す

。 

①   

②  

③  

④  
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て く て く  古 道 を 歩 こ う  

市 川 道 ～ 御 坂 編 ～  
笛 吹 市 教 育 委 員 会  

文 化 財 課  

T E L  0 5 5 - 2 6 1 - 3 3 4 2  

※ 表 紙 裏 の 答 え  

※ 1 7 ペ ー ジ の 答 え  

馬 頭 観 音 ( 成 田 )  

 む か し は 大 き な

お 祭 り が 催 さ れ て

い た そ う で す 。  



笛吹市役所 
御坂支所 

御坂西小学校 

那賀都神社 

妙円寺 

常楽寺 

五本辻 

定得寺 

慈雲寺 

 
美和神社 

慈泉院 

八幡神社 

長泉寺 

牛池 

国立神社 

南照院 

姥塚 

宝篋印塔群 

熊野神社 

西宮神社 

国衙推定地 

正法寺 

堤頭羅陀尊天 

九品寺 
世音寺 

石和東小学校 日当神社 

馬頭観音 

しわぶき婆さん 

庚申塔 

熊野神社 
金川 

国道20号線 

上平井 

中川 

長塚 

山梨県立博物館 

市川道（御坂地区） 
てくてくマップ 

鎌倉街道 

中山道 

市川道 
（御幸道） 

市川道 
（御幸道） 

 

 市川道は、五本辻に道標があ
り、オレンジ色の道筋を通ります
が、この道はおみゆきさんで神
輿が通った「御幸道」とも重なり
ます。 

 今回は点線のルートを散策し
ますが、約4.4kmの道のりです。 

 

☆｢市川道｣の推定ルートは、『山梨県歴史
の道調査報告許第15集市川道』を参考に
しています。 

五輪塔群 
並びに位牌 

馬頭観音 

水神 

石幢 

庚申塔 庚申塔 

庚申塔 

道祖神 

石尊 

石幢 

道祖神 

石幢 

道祖神 

石尊 

石幢 

石幢 

石幢 

馬頭観音 

水神 

木造阿弥陀如来立像 

木造不動明王立像 

板絵著色三十六歌仙図 
白糸威褄取鎧残欠 
朱札紅糸素懸威胴丸 佩楯付 
美和神社太々神楽 

馬頭観音 

国衙跡の碑 


